
　
あ
の
大
震
災
か
ら
、
早
く
も
一
年

数
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
『
外
国
人
と
震
災
』
と
い
う
と
、

忌
ま
わ
し
い
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

　
七
十
数
年
前
の
関
東
大
震
災
に
お

い
て
は
、
流
言
飛
語
に
惑
わ
さ
れ
た

人
々
に
よ
り
、
多
く
の
罪
な
き
朝
鮮

人
が
虐
殺
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
、
数

千
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
大
震
災
に
お
い
て
、
は
た

し
て
外
国
人
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

お
か
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
外
国
人
は
、
ど
の
よ
う

に
大
震
災
を
受
け
と
め
、
共
生
へ
の

展
望
は
切
り
開
か
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
国
際
都
市
神
戸
に
は
、
多
く
の
外

国
人
が
住
ん
で
い
た
（
住
ん
で
い
る
）
。

彼
ら
に
も
、
地
震
は
容
赦
な
く
襲
っ

た
の
で
あ
る
。
日
本
人
同
様
に
、
否

そ
れ
以
上
に
過
酷
に
。

　
本
書
は
、
ま
ず
、
神
戸
市
の
外
国

人
（
現
在
九
十
七
力
国
、
四
万
四
千

人
、
人
口
の
約
三
％
を
占
め
る
・
登

録
ベ
ー
ス
）
は
ど
の
よ
う
に
定
住
し

て
き
た
か
、
歴
史
的
に
振
り
返
る
。

　
最
も
多
い
外
国
人
で
あ
る
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
（
二
万
八
千
人
）
は
、

一
九
一
〇
年
の
「
日
韓
併
合
」
以
来

植
民
地
化
さ
れ
た
故
国
か
ら
強
制
的

に
連
行
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
飢
餓

や
戦
乱
を
逃
れ
て
渡
日
し
て
き
た
人
々

の
子
孫
か
、
戦
中
戦
後
来
日
し
た
人
々

で
あ
る
。

　
彼
ら
は
、
工
場
用
地
の
埋
め
立
て

人
夫
と
し
て
、
あ
る
い
は
最
底
辺
の

工
場
労
働
者
と
し
て
、
神
戸
に
定
着

す
る
。
特
に
、
長
田
区
に
集
中
す
る

神
戸
の
ゴ
ム
産
業
は
、
関
東
大
震
災

に
よ
り
東
京
、
横
浜
の
ゴ
ム
工
場
が

壊
滅
し
た
た
め
、
活
況
を
呈
し
、
多

く
の
朝
鮮
人
を
職
工
と
し
て
集
め
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、

ゴ
ム
靴
産
業
の
特
定
地
域
に
集
中
す

る
水
平
分
業
体
制
が
確
立
し
た
と
言

　
空
襲
に
よ
り
長
田
の
工
場
の
大
半

は
焼
失
し
た
が
、
一
九
四
九
年
に
は
、

ゴ
ム
エ
場
は
百
五
十
～
百
六
十
社
に

復
興
し
た
。
そ
の
う
ち
約
四
十
社
が

朝
鮮
人
の
経
営
に
あ
り
、
彼
ら
は
、

兵
庫
県
朝
鮮
人
ゴ
ム
エ
業
協
同
組
合

（
現
神
戸
ゴ
ム
エ
業
協
同
組
合
）
を

結
成
す
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
な
る

と
、
生
ゴ
ム
の
統
制
解
除
と
な
り
、

ゴ
ム
が
豊
富
に
出
回
る
よ
う
に
な
る

と
、
零
細
な
ゴ
ム
履
物
工
場
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
る
が
、
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
の
登
場
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
靴
す

な
わ
ち
、
今
日
の
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー

ズ
へ
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
最
盛
期
に
は
、
関
連
も
含
め
八
百

社
を
越
え
、
そ
の
六
、
七
割
が
朝
鮮

人
業
者
と
い
わ
れ
た
。
日
本
ケ
ミ
カ

ル
シ
ュ
ー
ズ
工
業
組
合
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
「
東
な
く
、
西
な
く
、
煙
突

の
大
小
を
問
わ
ず
、
民
族
の
如
何
を

超
え
て
、
一
本
の
旗
の
下
に
」
と
う

た
っ
て
い
る
。

　
震
災
当
時
の
メ
ー
カ
ー
は
、
約
四

百
五
十
社
。
こ
の
半
数
が
、
操
業
停

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
長
田
区
と
そ

の
周
辺
に
は
、
約
二
万
人
の
朝
鮮
人

が
居
住
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
と
関
連
産
業
に

依
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
神
戸

在
住
の
朝
鮮
人
に
と
っ
て
、
震
災
は

過
去
に
も
ま
し
て
厳
し
い
試
練
で
あ
っ

た
。

　
一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
そ
の
日

は
、
外
国
人
は
、
ど
の
よ
う
に
被
災

し
た
だ
ろ
う
か
。

　
死
亡
し
た
外
国
人
は
百
七
十
四
人
、

こ
れ
は
兵
庫
県
の
死
亡
者
総
数
の
三
・

二
％
に
あ
た
り
、
外
国
人
の
県
民
数

に
占
め
る
割
合
一
・
八
％
よ
ヴ
高
い
。

貧
し
い
が
故
に
、
安
い
木
造
住
宅
に

住
む
彼
ら
は
、
犠
牲
と
な
っ
た
。
本

書
は
、
古
く
か
ら
定
住
し
て
い
る
在

日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
被
災
経
験
を
聞

き
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
一

九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に

か
け
て
日
本
に
住
む
（
滞
在
）
こ
と

に
な
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
ベ
ト
ナ

ム
人
、
中
国
留
学
生
、
南
米
人
、
超

過
滞
在
者
な
ど
様
々
な
人
々
の
被
災

生
活
を
て
い
ね
い
に
取
り
上
げ
る
。

言
葉
が
不
自
由
で
不
安
の
募
る
彼
ら

が
、
が
れ
き
の
中
で
連
絡
を
取
り
合

い
、
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
う
姿
を

本
書
は
冷
静
に
報
告
す
る
。

　
さ
ら
に
、
行
政
の
国
際
交
流
組
織

の
救
援
活
動
差
に
つ
い
て
、
事
実
を

丹
念
に
追
い
な
が
ら
、
問
題
点
を
指

摘
し
、
そ
の
は
ざ
ま
を
埋
め
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
活
動
を

生
き
生
き
と
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
こ
の
震
災
体
験
と
様
々
な
活
動
を

踏
ま
え
、
本
書
は
、
「
多
文
化
共
生
」

の
道
を
展
望
す
る
。

　
こ
の
「
多
文
化
共
生
」
概
念
が
必

ず
し
も
十
分
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い

が
、
そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
合
衆
国

憲
法
四
二
編
六
五
章
第
五
一
五
一
条

（
災
害
救
助
に
お
け
る
差
別
禁
止
）

規
定
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
不

法
移
民
保
護
運
動
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
ー
宣
言
」
を
取
り
上
げ
る
。

　
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
課
題
を
提

起
す
る
。

　
　
『
震
災
を
機
に
各
地
で
「
防
災
施

策
」
が
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害

時
に
有
効
な
救
援
活
動
が
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
日
常
ど
れ
だ
け
有
効
な

施
策
が
あ
り
活
動
が
あ
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
』
と
。
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